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（簡易吸収分割） 

令和 5 年 2 月 14 日 

 

 

デンカ株式会社 

  



令和 5 年 2 月 14 日 

 

東京都中央区日本橋室町二丁目 1 番 1 号 

デンカ株式会社 

代表取締役社長 今井 俊夫 

 

当社は、令和 5 年 2 月 1 日付で TD セメント販売株式会社（以下「TD セメント販売」といいま

す。）との間で締結した吸収分割契約に基づき、令和 5 年 3 月 31 日を効力発生日として、当社を吸

収分割会社、TD セメント販売を吸収分割承継会社とする吸収分割（以下「本件吸収分割」といいま

す。）を行うこととしました。本件吸収分割に関し、会社法第 782 条第 1 項及び会社法施行規則第

183 条に定める事項は下記のとおりです。 

記 

 

1. 吸収分割契約の内容（会社法第 782 条第 1 項） 

令和 5 年 2 月 1 日付で当社と TD セメント販売が締結した吸収分割契約書は、別紙 1 のとお

りです。 

 

2. 分割対価の相当性に関する事項（会社法施行規則第 183 条第 1 号） 

TD セメント販売は当社の完全子会社であることから、本件吸収分割に際して株式その他の金

銭等の交付は行いません。 

 

3. 吸収分割に係る新株予約権の定めの相当性に関する事項（会社法施行規則第 183 条第 3 号） 

該当事項はありません。 

 

4. 吸収分割の当事者に関する事項（会社法施行規則第 183 条第 4 号及び第 5 号） 

(１) TD セメント販売に関する事項 

① 成立の日における貸借対照表の内容 

別紙 2 のとおりです。 

② 成立の日後に生じた重要な後発事象 

TD セメント販売の成立の日後に重要な財産の処分、重大な債務の負担その他の会

社財産の状況に重要な影響を与える事象は生じておりません。 

(２) 当社に関する事項（最終事業年度の末日後に生じた重要な後発事象） 

① 中間配当の実施 

当社は、令和 4 年 11 月 8 日開催の取締役会において、第 164 期（令和 4 年 4 月 1 日

から令和 5 年 3 月 31 日まで）の中間配当について、令和 4 年 9 月 30 日最終の株主名簿



に記載された株主または登録質権者に対し下記のとおり支払いを行うことを決議し、同

年 12 月 2 日に配当を実施しました。 

a. 配当財産の割当てに関する事項及びその総額：1 株につき 70 円 総額 6,039 百万円 

b. 当該中間配当がその効力を生じる日および支払開始日：令和 4 年 12 月 2 日 

② セメント事業からの撤退の決定 

当社は、令和 4 年 10 月 25 日開催の取締役会において、当社のセメント販売事業を、

本件吸収分割により TD セメント販売に承継させた上で、TD セメント販売の全株式を

太平洋セメント株式会社（以下「太平洋セメント」といいます。）に譲渡することを決

定し、同日付で太平洋セメントとの間で株式譲渡契約書を締結いたしました。また、当

社は、併せて 2025 年上期を目途に石灰石の自社採掘及びセメント製造事業からの完全

撤退を決議いたしました。  

詳細につきましては、当社の令和 4 年 10 月 25 日付け「当社のセメント販売事業の会

社分割（簡易吸収分割）による当社完全子会社への承継、当該当社完全子会社株式の譲

渡（子会社の異動）及び当社のセメント事業からの撤退に関するお知らせ」をご参照く

ださい。 

 

5. 債務の履行の見込みに関する事項（会社法施行規則第 183 条第 6 号） 

(１) 当社の債務の履行の見込みについて 

当社の令和 4 年 3 月 31 日現在の貸借対照表における資産の額は 465,179 百万円、負債の

額は 239,387 百万円、純資産の額は 225,792 百万円であり、その後、これらの額に重大な変

更は生じておりません。 

本件吸収分割により、当社が TD セメント販売に対して移転する予定の資産の額は、令

和 4 年 3 月 31 日現在で 973 百万円、負債の額は 519 百万円であり、その後、これらの額に

重大な変更は生じておりません。 

また、本件吸収分割の効力発生日までの間についても、重大な変動を生じる事態は現在

のところ予測されていません。 

以上より、本件吸収分割後における当社の資産の額は負債の額を十分に上回る見込みで

す。 

以上の点、並びに、当社の収益状況及びキャッシュ・フロー等にかんがみて、当社の負

担する債務については、本件吸収分割の効力発生日以降も履行の見込みがあると判断しま

す。 

 

(２) TD セメント販売の債務の履行の見込みについて 

TD セメント販売の設立時の貸借対照表における資産の額は 10 百万円、負債の額は 0

円、純資産の額は 10 百万円であり、その後、これらの額に重大な変更は生じておりませ

ん。 

上記（1）で述べたとおり、本件吸収分割により、TD セメント販売が当社から承継する

予定の資産の額は、令和 4 年 3 月 31 日現在で 973 百万円、負債の額は 519 百万円であり、

その後、これらの額に重大な変更は生じておりません。 



また、本件吸収分割の効力発生日までの間についても、重大な変動を生じる事態は現在

のところ予測されていません。 

以上より、本件吸収分割後における TD セメント販売の資産の額は負債の額を十分に上

回る見込みです。 

以上の点、並びに、TD セメント販売の収益状況及びキャッシュ・フロー等にかんがみ

て、TD セメント販売が当社から承継する債務については、本件吸収分割の効力発生日以降

も履行の見込みがあると判断します。 

 

6. 事前開示開始後の上記各事項の変更（会社法施行規則第 183 条第 7 号） 

 本事前開示開始日以降、上記事項に変更がありましたら、ただちに開示いたします。 

 

以 上 

 



別紙 1 吸収分割契約書 

  













別紙 2 TD セメント販売の成立日に係る貸借対照表の内容 

 

 

貸借対照表 

（令和 5 年 1 月 12 日現在） 

（単位：円）  

資 産 の 部 負債及び純資産の部 

科  目 金  額 科  目 金  額 

〔流動資産〕 

現金・預金 

 

10,000,000 

〔資本及び剰余金〕 

資 本 金 

 

10,000,000 

資産の部 

合計 
10,000,000 

負債及び純資産の部 

合計 
10,000,000 

 

以上 

 

 

 


